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「ぬ」で始まる語彙辞典 

 

小説・ラノベの文章表現を 

豊かにしよう 
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 はじめに 

 

こちらの語彙辞典は、 

小説投稿サイト『小説家になろう』で公開している 

【小説・ラノベの書き方講座｜ビジネス思考の創作論】の中の 

『小説・ラノベの文章表現を豊かにする 50音別の語彙辞典』を 

ＰＤＦレポート形式に整理したものです。 

 

 

多くの語を記憶することで、 

あなたの文章表現力は 

今よりも豊かなものとなります。 

 

『１日５語ずつ』などのように目標を決めて、 

今の自分が知らない語を暗記していきましょう。 

 

 

なお、こちらの語彙辞典は 

ノマドクリエイターのショウヘイが 

趣味の一環で制作したものです。 

 

商用で販売するつもりは一切ないので、 

あなたの友人・知人の作家仲間に 

自由に配布してくださって構いません。 
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 「ぬ」で始まる語彙辞典 

 

ぬき‐あわ・せる【抜（き）合（わ）せる】 

［動サ下一］［文］ぬきあは・す［サ下二］ 

互いに刀を抜いて向かい合う。「敵味方が刀を―・せる」 

 

 

抜(ぬ)き差(さ)しなら◦ない 

動きがとれない。のっぴきならない。「―◦ない状況にある」 

 

 

抜(ぬ)きつ抜かれつ 

追い越したり、追い越されたりして、激しく先後を争うさま。「―のデッドヒート」 

 

 

ぬき‐よみ【抜（き）読み】 

［名］(スル) 

読みたい部分や必要な部分を選んで読むこと。「講談を―する」 

 

 

抜(ぬ)く手も見せず 

① 手元の動きが見えないほど早く刀を抜く。「―斬りかかる」 

② すばやく物事を行う。「―人事を刷新する」 

 

 

盗人（ぬすっと)猛猛(たけだけ)しい 

盗みをしながら平気でいたり、悪事をとがめられて逆に居直ったりすることをのの

しっていう語。ぬすびと猛々しい。  
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盗人(ぬすびと)に追い銭(せん) 

盗人に物を盗まれたうえに、さらに金銭を与えること。損を重ねることのたとえ。

泥棒に追い銭。 

 

 

ぬすみ‐あし【盗み足】 

足音をたてずにそっと歩くこと。ぬきあし。「―で忍び寄る」 

 

 

ぬすみ‐よみ【盗み読み】 

［名］(スル) 

① 他人あての手紙などを、ひそかに読むこと。「日記を―する」 

② 他人が読んでいるものを、近くからそれとなく読むこと。「隣の乗客の新聞を―

する」 

 

 

ぬすみ‐わらい【盗み笑い】 

［名］(スル) 

人に知られないようにこっそり笑うこと。「顔をうつむけて―する」 

 

 

ぬり‐こ・める【塗（り）込める】 

［動マ下一］［文］ぬりこ・む［マ下二］ 

外側から見えないように上から塗り固める。塗ってすきまをなくす。「壁に経文を

―・める」 

 

 

塗(ぬ)り箸(ばし)で素麺(そうめん)を食う 

《すべって挟みにくいところから》 

物事がやりにくいことのたとえ。  
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微温湯(ぬるまゆ)につか・る 

安楽な現状に甘んじて、のんきに過ごす。「長期政権のもとで―・る」 

 

 

ぬれ‐おちば【濡れ落ち葉】 

《濡れた落ち葉が地面に貼り付いて取れないさまから》 

仕事も趣味も仲間もなく、妻に頼りきって離れようとしない定年退職後の男。 

 

 

濡(ぬ)れ紙(がみ)を剥(は)がすよう 

① 物事を静かに取り扱うようすのたとえ。 

② 病気が日増しに快方に向かうようすのたとえ。 

 

 

濡(ぬ)れ手(て)で粟(あわ) 

濡れた手で粟をつかめば粟粒がたくさんついてくるように、ほねをおらずに多くの

利益を得ること。やすやすと金もうけをすること。 

 

 

ぬれ‐とお・る【濡れ透る】 

［動ラ五（四）］ 

雨や水などが中までしみとおる。「下着まで―・る」  
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 おわりに 

 
 

【あいさつ】 

  

語彙辞典を読んでくださり、ありがとうございました。 

 

当レポートを制作したショウヘイと申します。 

 

 

私は旅する作家という生き方を理想としています。日本や世界の各地を渡り歩くこ

とで、作家としての引き出し（人生経験）を増やし、より良質な物語を世に送り出

し続ける……そんな自由な作家生活です。 

 

また、個人で稼ぐ能力を身に付けることで、会社に時間と場所を縛られない人生の

実現も目指します。個人で安定した収入を得られれば、出版社の編集者の言いなり

にならずに、自分が心から好きな物語を創作できるようにもなるからです。 

 

 

私が運営しているブログ【ノマドクリエイターの執務室】では、旅する作家になる

ために役立つ情報を発信しています。もちろん、小説家・ラノベ作家として活躍す

るために役立つ創作論も公開しています。 

 

時間と場所に縛られない、新しい作家の生き方に興味がありましたら、ぜひブログ

を覗いてみてください。   

   

       ↓   ↓    ↓ 

 

■ ブログ：ノマドクリエイターの執務室（https://ノマドクリエイター.net） 

 

 

https://ノマドクリエイター.net/
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